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一般会計歳入構成図

会計名 予算額 構成比 前年度との
比較増減率

一     般     会     計 120億1,200万円 53　3% .0　0%

特 

別 

会 

計

国民健康保険 57 億5,300 万円 25　5% 1　2%
後期高齢者医療 3 億1,800 万円 1　4% 4　6%
介.護.保.険 22 億7,500 万円 10　1% 4　3%
下 水 道 事 業 12 億2,800 万円 5　4% .1　6%
小....計 95 億7,400 万円 42　4% 2　1%

企業
会計 水.道.事.業 9 億7,200 万円 4　3% − 13　2%

合..計 225億5,800万円 100　0% 0　2%

各会計予算規模

平成25年度 予  算のあらまし特集

税.目 予算額 前年度との
比較増減率

町民税（個人） 20億1,620万円 − 1　8%
町民税（法人） 6億1,597万1千円 − 33　9%
固定資産税 35億6,056万9千円 − 0　6%
軽自動車税 7,966万8千円 5　5%
町たばこ税 3億5,115万9千円 6　3%
都市計画税 3億8,173万4千円 0　5%

合.計 70億530万1千円 − 4　8%

町税の内訳
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←修正版
健康福祉と安全・安心、生活    利便向上に重点配分した予算

　平成25年度の当初予算総額は225億5,800万円で、この うち町政運営の基本的な経費を計上する一般会計は、法人
町民税を中心として町税の大幅減収が見込まれますが、徹 底した事務事業の見直しや経常的経費の削減をはじめ、基
金や地方債の適正な活用により、120億1,200万円の予算 を編成しました。
問 企画政策課財政班 ☎（内線）3236

地方譲与税
自動車取得税交付金
地方特例交付金  ほか
4億6,100万円（3.8）

歳入合計
120億1,200万円
（100.0）

  町税
  70億530万1千円
（58.3）

依存財源
33億6,727万8千円
（28.0）

自主財源
86億4,472万2千円（72.0）

地方消費税交付金
4億5,500万円（3.8）

町債
7億9,660万円（6.6）

県支出金
6億9,315万3千円（5.8）

国庫支出金
9億6,152万5千円
（8.0）

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金
繰越金
6億2,913万1千円
（5.2）

 

  

繰入金  5億1,246万9千円（4.3）

その他

※ （　）内は％を示す

諸収入
4億9,782万1千円
（4.2）

普通建設事業費
1,059,906（8.9）単独事業費

832,073（7.0）
補助事業費
227,833（1.9）

貸付金
276,000（2.3）
積立金
2,225（0.0）

災害復旧事業費　772（0.0）
予備費　50,000（0.4）

※単位：千円、  （　）内は％を示す

維持補修費
 189,181（1.6）

扶助費 1,952,889（16.3）

補助費等 
844,329（7.0）

公債費 
678,056（5.6）

繰出金
1,359,543（11.3）

歳出合計
12,012,000
（100.0）

人件費
3,314,065
（27.6）

物件費
2,285,034
（19.0）

歳出合計
12,012,000
（100.0）

議会費176,859（1.5）

衛生費 1,730,198（14.4）

農林水産業費
196,078（1.6）

予備費 50,000（0.4）
諸支出金 60,000（0.5）

災害復旧費
772（0.0）

公債費 678,060（5.6）

消防費
859,893（7.2）

※単位：千円、  （　）内は％を示す

商工費
324,456（2.7）

総務費
1,362,963
（11.4）

民生費
4,111,255
（34.2）

土木費
1,177,085
（9.8）

教育費
1,284,381
（10.7）

予算の推移

総額225億 5,800万円

消防費
予算額　8億5,989万3千円
町民1人当たりの額　2万242円　
構成比　7.2％

大規模災害に対する備え（防災対策事業）..2,007万9千円
　地域防災計画に基づく防災備蓄食糧や、広域避難場所な
どに必要な物品・設備などの整備のほか、地域の自主防災能
力の向上に向けた取り組みなど、大規模災害に備えます。
化学消防ポンプ自動車購入事業 ..........5,672万8千円
　危険物火災などにも対応可能な化学消防ポンプ自動車を
更新し、消防体制の充実・強化を図ります。

総務費
予算額　13億6,296万３千円
町民1人当たりの額　3万2,085円　
構成比　11.4％

交通安全対策事業の実施 ......................2,753万4千円
　交通安全施設を整備し、歩行者および車両の安全確保に努
めるとともに、立て看板の掲出、啓発物品の配布など、安全運
転の啓発活動を展開します。
　また、小学校周辺通学路のカラー舗装と町内24カ所の道
路区画線を整備します。

「協働のまちづくり」の推進 .......................... 69万7千円
　「協働のまちづくり」を推進するため、地域の町民公益活
動団体が、身近な公園や道路などの美化活動を町と協働で
進める「まち美化アダプト制度モデル事業」を引き続き実施
します。
　また、地域の課題解決などを図るため、町民公益活動団
体と町が協働で実施する「住民提案型協働事業」を推進し
ます。【予算は民生費・土木費・消防費に計上】

議会費
予算額　1億7,685万9千円
町民1人当たりの額　4,163円　
構成比　1.5％
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平成25年度 予  算のあらまし特集

健康福祉と安全・安心、生活    利便向上に重点配分した予算

　平成25年度の当初予算総額は225億5,800万円で、この うち町政運営の基本的な経費を計上する一般会計は、法人
町民税を中心として町税の大幅減収が見込まれますが、徹 底した事務事業の見直しや経常的経費の削減をはじめ、基
金や地方債の適正な活用により、120億1,200万円の予算 を編成しました。
問 企画政策課財政班 ☎（内線）3236

総額225億 5,800万円
歳出

※（新）は本年度新規事業。構成比は一般会計内の数値。
町民1人当たりの額は2月1日現在の人口4万2,480人で算出。

主な事業と予算額

衛生費
予算額　17億3,019万8千円
町民1人当たりの額　4万730円　
構成比　14.4％

(新)高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種事業 ... 225万2千円
　高齢者の死亡原因の一つである肺炎の予防対策として、肺
炎球菌ワクチン接種費用の助成を行います。
(新)未熟児訪問指導事業 ............................... 25万2千円
　未熟児が生まれた世帯を対象に保健師や助産師が訪問
し、乳児の発育・発達の確認や助言指導を行い、育児不安の
解消や乳児の健全な育成環境の確保に努めます。
(新)不育症治療費助成事業 ................................. 90万円
　不育症が原因で、子どもを持つことが困難な夫婦に対し、
高額な不育症治療費の一部を助成することで、経済的な負担
軽減を図ります。
特定不妊治療費助成事業 .................................130万円
　少子化対策の一環として、高額な特定不妊治療費の一部を
助成することで、経済的な負担軽減を図ります。
乳幼児等予防接種事業 .......................... 4,822万4千円
　不活化ポリオワクチンや、日本脳炎、麻しん・風しんワクチ
ンなどの各種予防接種を全額公費負担で実施し、感染症の
発生およびまん延を防止します。
子宮頸

けい

がん等ワクチン接種事業 .......... 2,340万5千円
　子宮頸がんや細菌性髄膜炎などの疾病原因であるウイ
ルスの感染を予防する、子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワ
クチン、小児用肺炎球菌ワクチンの接種を促進するため、
対象者の接種費用について全額を公費負担とします。
妊婦健康診査費助成事業 .........................1,507万6千円
　妊婦の健康管理の充実、妊娠・出産に係る経済的負担を
軽減するため、健康診査費用の一部を助成します。
(新)新保健センターの開設（10月） ...... 3億6,811万2千円

【平成24・25年度継続事業.継続費総額.5億8,683万4千円】
　総合的な保健・福祉サービスの活動拠点となる新保健セ
ンターを建設し、乳幼児からお年寄りまで全ての町民が、安
心かつ快適に利用できる施設を目指します。
愛川聖苑施設大規模改修事業 .................... 6,195万円

【平成25・26年度継続事業　継続費総額　9,830万円】
　使用開始後15年が経過する愛川聖苑の外壁、屋根、屋上
防水など施設の大規模改修工事を行うとともに、経年劣化
した火葬炉などの修繕工事を実施します。
住宅用太陽光発電設備設置への助成 ............364万円
　二酸化炭素などを排出しないクリーンエネルギーである
太陽光発電の導入を促進するため、設置費用の一部を助成
します。

民生費
予算額　41億1,125万5千円
町民1人当たりの額　9万6,781円　
構成比　34.2％

子育て支援センターの運営 .......................699万4千円
　10月から新保健センター内へ移設するとともに、土曜日に
開設するなど、さらなる機能の拡充を図ります。
(新)養育・育成医療費助成事業 ..................203万1千円
　未熟児や身体に一定の障害を持つ児童の医療費の一部を
助成します。
小児医療費助成事業 ........................ 1億4,061万6千円
　安心して子どもを産み育てることができるよう、小学校6
年生までの医療費の自己負担分を全額助成します。（所得制
限・一部負担金なし）

「かえでの家・ひまわりの家」の運営 .............7,980万円
　民間の社会福祉法人に委託し、引き続き効率的な施設の運
営に努めるとともに、「ひまわりの家」の、相談支援機能を強
化するなど、さらなるサービスの充実を図ります。
障害者自立支援事業 ....................... 6億2,740万7千円
　4月から「障害者総合支援法」が施行されたことに伴い、こ
れまでの身体・知的・精神の3障害に加え、新たに難病を対象
にした障害者福祉サービスの提供を行います。
障害者医療費助成事業 ....................1億5,062万5千円
　障害者の健康保持、経済的負担の軽減を図るため、医療費
の自己負担分を全額助成します。
　また、10月から、新たに1級の精神障害者を対象に加える
とともに、県の補助制度に準じた見直しを行います。
在宅重度障害者タクシー・自動車燃料費助成事業 .....625万6千円
　障害者の移動支援や経済的負担を軽減するため、タクシー
の利用券や自動車の燃料費を助成します。
　また、10月からタクシー利用券助成制度と自動車燃料費助成
制度の整合を図り、助成対象者や助成金額の見直しを行います。
高齢者バス割引乗車券購入費助成事業 ....1,375万2千円
　高齢者の社会参加、健康づくり、生きがいづくりの推進な
どを目的として、神奈川中央交通（株）が販売する高齢者バス
割引乗車券「かなちゃん手形」の購入費の一部を助成します。
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商工費
予算額　3億2,445万6千円
町民1人当たりの額　7,638円
構成比　2.7％

(新)愛川繊維会館耐震診断の実施 ......... 384万7千円
　繊維産業振興の拠点施設であり、体験教室などで毎年多く
の方が来場する愛川繊維会館の耐震診断調査を実施します。
勤労者生活資金の貸付 ................................. 6,000万円
　町内在住の勤労者に対する生活資金融資制度の充実と
利便性の向上を図るため、貸付利率の引下げや貸付期間の
延長を行います。
ISO及び国内環境規格認証取得促進事業 ...... 50万円
　ISO認証取得に加え、新たに国内環境規格認証を取得した場
合にその費用の一部を助成し、町内中小企業者の経営管理機
能や環境マネジメントの向上を図ります。
(新)愛川ソーラーパーク・観光広場の開設 ...... 3,224万円

【平成24年度12月補正分.2,899万5千円を含む】
　県企業庁が設置するメガソーラー施設「愛川ソーラーパー
ク」の開設にあわせ、隣接する町有地に「愛川ソーラー観光広
場」を整備するとともに、施設の維持管理の一部を県企業庁
から受託し、地域の雇用確保に努めます。

土木費
予算額　11億7,708万5千円
町民1人当たりの額　2万7,709円　
構成比　9.8％

橋りょう長寿命化修繕計画策定事業 .... 1,177万2千円
　道路橋の長寿命化を図るため、引き続き計画的な点検を
実施するとともに、点検結果を反映した修繕計画に基づき、
具体的な修繕方法を検討します。
幣山下平線整備事業 ...............................9,006万8千円
　丸山耕地内の道路改良や歩道整備を引き続き実施し、計
画した路線の整備を完了します。

公債費
予算額　6億7,806万円
町民1人当たりの額　1万5,962円　
構成比　5.6％

その他
（災害復旧費・諸支出金・予備費）
予算額　1億1,077万2千円
町民1人当たりの額　2,608円　
構成比　0.9％

教育費
予算額　12億8,438万1千円
町民1人当たりの額　3万235円　
構成比　10.7％

小中学校施設整備事業 ..........................9,733万8千円
　中津小学校の外壁改修や、各小中学校のトイレを洋式化
（80基）するなど、学校の環境整備を行います。
教育相談事業 ............................................1,028万4千円
　心の問題、いじめ、不登校などのさまざまな課題に対する
支援を行うため、学校教育相談員や家庭訪問指導員、支援教
育アドバイザー、スクールカウンセラー、スクールソーシャル
ワーク・サポーターの派遣や、相談指導教室を運営します。
小中学校情報教育推進事業 ..................2,971万7千円
　平成19年度に構築した小学校のデータセンターを更新す
るほか、平成17年度に導入した中学校パソコン教室用に、タ
ブレット型のパソコンや無線LANなど最新のシステムを導入
し、情報教育の充実を図ります。
(新)図書館構想づくり推進事業 ............... 236万7千円
　町民へのアンケート調査を行うとともに、図書館構想策定委
員会を設置するなど、図書館の構想づくりに向けた取組みを推
進します。
(新)ふるさと愛川写真展の開催 ............................ 6万円
　豊かな自然と歴史を持つ愛川町の様々な場面を収めた写
真を募集し、郷土資料館において「ふるさと愛川写真展」を開
催します。

介護保険特別会計
介護予防事業の拡充 ............................... 1,144万5千円
　高齢者の介護予防と健康保持のため実施している介護予
防事業について、新保健センターの各種施設（運動スペース、
調理室）を活用し、事業のさらなる充実を図ります。
(新)はり・灸・マッサージ等施術費助成事業 .......44万1千円
　在宅で介護している家族の身体的・精神的な負担を軽減
するため、はり・灸・マッサージ等施術費の一部を助成します。

下水道事業特別会計
雨水対策事業の推進 ............................... 3,413万4千円
　近年の集中豪雨などによる浸水被害の軽減を図るため、
半原地内の宮沢排水区および中津地区の桜台排水区の雨水
対策事業を推進します。

水道事業会計
水道施設改良・防災対策事業 ............... 2億4,400万円
　志田第１配水池補修工事や緊急遮断弁設置工事を実施す
るとともに、配水管の布設替工事や老朽化した施設の工事な
ど、配水管整備事業や水道施設改良事業を推進し、安全で良
質な水の安定供給に努めます。

農林水産業費
予算額　1億9,607万8千円
町民1人当たりの額　4,616円
構成比　1.6％

有害鳥獣対策事業 ..........................................1,936万円
　野生動物による農作物被害や生活被害が深刻化している
ため、獣害防止電気柵の設置などを行い、農作物などの被害
防止に努めます。
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保
健
福
祉
部
門
の
組
織
体
制
の
整
備
・

充
実
を
図
る
た
め
、
４
月
か
ら
「
健
康
推

進
課
」
を
新
設
。
こ
れ
に
伴
い
「
子
育
て

支
援
課
」
の
担
当
事
務
を
見
直
し
、
ま
た
、

「
健
康
長
寿
課
」
の
担
当
事
務
と
名
称
を
見

直
し
「
高
齢
介
護
課
」
に
し
ま
し
た
。

　
「
健
康
推
進
課
」
は
、
乳
幼
児
健
診
な
ど 問

行
政
推
進
課
行
政
管
理
班
☎（
内
線
）３
２
４
４

組織

保
健
福
祉
部
門
の
充
実
に
向
け
て

健
康
推
進
課
を
新
設

町政 情     報     館    

の
母
子
保
健
事
業
や
、
が
ん
検
診
な
ど
の

成
人
保
健
事
業
を
中
心
に
健
康
づ
く
り
な

ど
の
事
業
を
担
当
し
、
専
門
職
で
あ
る
保

健
師
を
集
約
配
置
し
て
い
ま
す
。
９
月
ま

で
は
庁
舎
１
階
に
仮
配
置
し
、
10
月
か
ら

新
保
健
セ
ン
タ
ー
で
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

　
組
織
機
構
の
見
直
し
内
容
、
担
当
事
務

は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
不
育
症

の
治
療
を
受
け
て
い
る
ご
夫
婦
に
対
し
、

４
月
か
ら
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
◆
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
お
り
、

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

・�

申
請
日
に
愛
川
町
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

・�

医
療
機
関
で
不
育
症
と
診
断
さ
れ
治
療

を
受
け
た
方

・�

夫
婦
の
前
年
度
所
得
額
の
合
計
が

７
３
０
万
円
未
満
の
方

・�

国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
の
医

問
健
康
推
進
課
母
子
保
健
班
☎（
内
線
）３
３
４
１
〜
３
３
４
４

助成

不
育
症
治
療
費
、助
成
開
始
の
お
知
ら
せ

療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

・�

対
象
者
お
よ
び
世
帯
員
に
町
税
の
滞
納

が
な
い
こ
と

・�

愛
川
町
に
居
住
時
の
治
療
お
よ
び
検
査

の
費
用
で
あ
る
こ
と

助
成
内
容
◆
１
年
度
あ
た
り
自
己
負
担
額

の
２
分
の
１
（
上
限
30
万
円
）

申
請
期
限
◆
１
治
療
期
間
終
了
日
か
ら
６

カ
月
以
内

※�

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
健
康
推
進

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
農
業
委
員
会
臨
時
委
員
総
会
が
３
月
11
日

に
開
催
さ
れ
、
会
長
に
萩
原
保
雄
さ
ん
（
中

津
）、
会
長
職
務
代
理
者
に
成
井
淑よ

し
あ
き昭

さ
ん

（
角
田
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
で
、
こ
と
し

の
８
月
９
日
ま
で
で
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局
☎（
２
８
５
）６
９
５
３

人事

農
業
委
員
会 

会
長
に
萩
原
保
雄
さ
ん
を
選
出

福
祉
セ
ン
タ
ー

税
務
課

住
民
課 高

齢
介
護
課

水
道

事
業
所

国
保
医
療
課

子
育
て
支
援
課

健
康
推
進
課

福
祉
支
援
課

出
納

北口玄関

正面玄関

受付

県道側

変更前（3月31日）まで 変更後（４月１日から） 主な担当事務 場.所

子
育
て
支
援
課

児童福祉班

子
育
て
支
援
課

子ども福祉班 児童福祉・児童手
当など

庁舎1階
子ども施設班 保育園、子育て支

援センターなど

母子保健班 健
康
推
進
課

母子保健班
母子の健康相談、
乳幼児健診、予防
接種など

庁舎1階
※ 10月から
.新保健セ
.ンター

健
康
長
寿
課

健康づくり班 成人保健班
成人保健、がん検
診、栄養改善指導
など

長寿いきがい班 高
齢
介
護
課

長寿いきがい班 高齢 者の 各種 相
談・介護予防など

庁舎1階
介護保険班 介護保険班 介護保険業務、

要介護認定など

■役場案内図（1階）

会長
萩原保雄さん

会長職務代理者
成井淑昭さん
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20
歳
以
上
の
方
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
、
納
付
が
困

難
な
学
生
は
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
◆
前
年
の
所
得
が
１
１
８
万
円
以

下
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
学
生
。

扶
養
親
族
や
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
が
あ

る
方
は
、
基
準
と
な
る
所
得
が
異
な
り
ま

す
。

対
象
と
な
る
学
校
◆
大
学(

大
学
院)

、
短

大
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

学
校
、
各
種
学
校
、
一
部
の
海
外
大
学
の

日
本
分
校
な
ど
で
、
夜
間
・
定
時
制
課
程

や
通
信
課
程
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※�

各
種
学
校
に
つ
い
て
は
、
修
業
年
限
が

１
年
以
上
の
課
程
に
在
籍
し
、
私
立
の

場
合
は
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け

た
学
校
。

承
認
期
間
◆
１
年
度
ご
と
の
承
認
で
す
。

平
成
25
年
度
の
承
認
は
、
４
月
か
ら
平
成

26
年
３
月
ま
で
の
分
で
す
。

申
請
場
所
◆
町
国
保
医
療
課
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
在
学
中
の
学
校
が
学
生
納
付

特
例
事
務
法
人
の
指
定
を
受
け
て
い
る
場

合
は
、
学
校
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

必
要
書
類
◆

・
年
金
手
帳

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
（
写
し
可
）

・�

失
業
し
た
場
合
は
、
離
職
票
・
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
な
ど
。

※�

代
理
人
が
手
続
き
を
行
う
場
合
は
、
本

人
の
委
任
状
と
印
鑑
、
代
理
人
の
身
分

を
証
す
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

も
必
要
で
す
。

平
成
25
年
度
分
の
申
請
期
間
◆
４
月
１
日

か
ら
平
成
26
年
４
月
末
日
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
が
遅
れ
未
納
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
要
件
を
満
た
さ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
年
度
途
中
で
20
歳

に
な
る
方
は
、
そ
の
前
日
か
ら
申
請
で
き

ま
す
。

平
成
24
年
度
分
の
申
請
期
間
◆
平
成
24
年

度
（
平
成
24
年
４
月
～
平
成
25
年
３
月
分
）

の
申
請
期
限
は
今
月
末
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

２
年
度
目
以
降
の
申
請
◆
申
請
は
毎
年
度

必
要
で
す
。
２
年
度
目
以
降
の
申
請
は
、

４
月
前
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
届
く
申
請

書
（
は
が
き
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
届
か
な
い
場
合
は
、

町
国
保
医
療
課
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
厚
木
年
金
事
務
所
☎（
２
２
3
）７
１
７
１

　

  

国
保
医
療
課
国
保
年
金
班
☎（
内
線
）３
３
７
７

年金

国
民
年
金

学
生
納
付
特
例
の
お
知
ら
せ

保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

　
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
る
と
、
そ

の
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
と
し
て
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
老
後
の

年
金
額
を
増
や
し
た
い
方
は
、さ
か
の
ぼ
っ

て
10
年
以
内
の
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ

れ
た
期
間
の
保
険
料
を
納
付
（
追
納
）
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
期
間
の

翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
（
平

成
25
年
度
の
承
認
期
間
の
場
合
、
平
成
28

年
度
）
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合

に
は
、
承
認
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
に
、

経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
。

　
追
納
用
納
付
書
の
発
行
は
、
厚
木
年
金

事
務
所
か
町
国
保
医
療
課
で
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

　
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

次
の
方
が
、
人
間
ド
ッ
ク
（
標
準
コ
ー
ス
）

を
受
け
る
場
合
に
、
検
査
料
の
一
部
（
1

人
当
た
り
上
限
２
万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
に
は
、
４
月
中
旬
に
通
知

を
送
り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方
は
、
５

月
２
日
（
木
）
ま
で
に
同
封
の
受
検
申
込

書
を
国
保
医
療
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
◆
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い

る
方　

・�

４
月
１
日
現
在
お
よ
び
人
間
ド
ッ
ク
受

検
日
に
愛
川
町
に
お
住
ま
い
で
、
町
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

・�

本
年
度
中
に
、40
歳
、45
歳
、50
歳
、55
歳
、

60
歳
、
65
歳
、
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

る
方　

問
国
保
医
療
課
国
保
年
金
班
☎（
内
線
）３
３
７
９

助成

愛
川
町
国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ん
へ

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

・�

平
成
24
年
度
以
前
の
町
国
民
健
康
保
険

税
の
納
付
が
済
ん
で
い
る
世
帯
に
属
す

る
方

実
施
期
間
◆
７
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で実
施
施
設
◆
愛
川
北
部
病
院
ほ
か
、
厚
木

市
・
相
模
原
市
・
伊
勢
原
市
の
指
定
施
設
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自
動
車
に
乗
車
中
の
乳
児
を
交
通
事
故

の
被
害
か
ら
守
る
た
め
、チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
装
着
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

４
月
か
ら
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
◆
町
内
に
在
住
し
て
い
る
１
歳

未
満
の
乳
児
を
養
育
し
自
動
車
を
運
転
す

る
方
で
、
４
月
以
降
に
欧
州
統
一
基
準

「
E
C
E　
R
44
／
04
」
に
適
合
す
る
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
購
入
し
た
方
（
乳
児
１

人
に
つ
き
１
台
ま
で
）

※�

た
だ
し
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
無
料
貸

問
住
民
課
交
通
防
犯
班
☎（
内
線
）３
３
２
０

助成

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費

助
成
開
始
の
お
知
ら
せ

し
出
し
制
度
を
利
用
し
た
方
は
除
く

助
成
金
額
◆
５
，
０
０
０
円
（
限
度
額
）

申
請
方
法
◆
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用

す
る
お
子
さ
ん
の
母
子
手
帳
、
養
育
者
の

運
転
免
許
証
（
現
住
所
が
町
内
の
も
の
）、

印
鑑
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
品
質
保
証

書
（
欧
州
統
一
基
準
「
E
C
E　
R
44
／

04
」
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
も

の
）
の
写
し
、
領
収
書
を
お
持
ち
の
上
、

住
民
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
縦
覧
」
は
、
税
額
算
定
の
基
と
な
る
評

価
額
な
ど
の
内
容
を
、
あ
ら
か
じ
め
納
税

者
の
皆
さ
ん
が
確
認
で
き
る
制
度
で
す
。

　
期
間
中
は
評
価
額
な
ど
が
無
料
で
ご
覧

に
な
れ
、
納
税
者
に
自
己
所
有
部
分
の
固

定
資
産
名
寄
帳
の
写
し
を
無
料
で
お
渡
し

し
て
い
ま
す
。

期
間
◆
４
月
１
日（
月
）～
５
月
31
日（
金
）

の
平
日

問
税
務
課
資
産
税
班
☎（
内
線
）３
２
７
８

縦覧
「
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
」縦
覧
の
お
知
ら
せ

場
所
◆�

役
場
１
階
税
務
課
資
産
税
班

対
象
◆ 

１
月
１
日
現
在
、
町
内
に
土
地
・
家

屋
を
所
有
す
る
納
税
者
や
納
税
管
理
人
な
ど

※�

希
望
者
は
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
）
の

ほ
か
、
代
理
人
は
委
任
状
、
相
続
人
は

戸
籍
謄
本
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
重
度

の
障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、
福
祉

タ
ク
シ
ー
利
用
券
お
よ
び
自
動
車
燃
料
給

油
券
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
利
便
性
の
向
上
と
公
平
性
の
確
保
の
た

め
、
10
月
か
ら
二
つ
の
制
度
を
統
合
し
、

支
給
対
象
の
要
件
を
変
更
い
た
し
ま
す
。

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
半
年
分
に
つ
い
て

は
従
来
通
り
の
扱
い
で
す
。

　
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
通
知
を
送

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
通
知
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

10
月
以
降
の
変
更
内
容

・�

タ
ク
シ
ー
利
用
と
自
動
車
燃
料
の
助
成

券
を
共
通
化
（
ど
ち
ら
に
も
使
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
）

・
対
象
と
な
る
方
の
範
囲
の
拡
大

・
金
額
の
変
更

　
障
害
者
手
帳
に
よ
り
自
動
車
税
の
障
害
者

　
減
免
を
受
け
て
い
る
方　

　
　
１
カ
月
あ
た
り
７
５
０
円

　
そ
れ
以
外
の
方　

　
　
１
カ
月
あ
た
り
１
，
５
０
０
円

・�

所
得
状
況
に
応
じ
た
支
給
制
限
を
設
定

（
町
在
宅
障
害
者
福
祉
手
当
と
同
じ
条
件

で
す
）

問
福
祉
支
援
課
障
害
福
祉
班
☎（
内
線
）３
３
５
５

助成

福
祉
タ
ク
シ
ー・自
動
車
燃
料
費
助
成

制
度
改
正
の
お
知
ら
せ

新
制
度
で
対
象
と
な
る
方

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
在
宅
の
方

で
、
所
得
が
支
給
制
限
設
定
の
基
準
額
を

超
え
な
い
方

・�

１
級
・
２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
所
持

者
・
Ａ
１
・
Ａ
２
の
療
育
手
帳
所
持
者

・�

１
級
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所

持
者

扶養親族等の数
前年分所得

受給資格者 配偶者及び
扶養義務者

 ０人 3,604,000 円 6,287,000 円

 1 人 3,984,000 円 6,536,000 円

 2 人 4,364,000 円 6,749,000 円

 3 人 4,744,000 円 6,962,000 円

以降、1 人増すごとに +380,000 円 +213,000 円

■支給制限設定の基準額
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政
治
家
は
、
選
挙
区
内
の
人
や
法
人
、

団
体
に
寄
付
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
寄
付
を
求
め

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
受
け
取
ら

な
い
」と
い
う「
三
な
い
運
動
」を
徹
底
し
、

明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ

う
。

　
処
罰
を
伴
う
項
目
な
ど
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

禁
止
さ
れ
て
い
る
寄
付
に
関
す
る
行
為

政
治
家
の
寄
付
◆
政
治
家
（
現
に
公
職
に

あ
る
者
だ
け
で
な
く
、
候
補
者
、
立
候
補

し
よ
う
と
す
る
者
を
含
み
ま
す
）
が
選
挙

区
内
の
者
に
対
し
て
寄
付
を
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
次
の
も
の
は
除
き
ま
す
。

①�

政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
結
婚
披

露
宴
で
の
祝
儀
や
葬
式
・
通
夜
で
の
香

典
（
通
常
一
般
の
社
交
の
程
度
を
超
え

な
い
も
の
に
限
る
）

②
政
党
や
親
族
に
対
し
て
す
る
も
の

③�

政
治
集
会
に
関
す
る
、
必
要
や
む
を
得

な
い
実
費
の
補
償
（
食
事
や
食
事
料
の

提
供
は
除
く
）

政
治
家
に
対
す
る
寄
付
の
勧
誘
・
要
求
◆

政
治
家
に
対
し
て
寄
付
の
勧
誘
や
要
求
を

す
る
こ
と
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎（
内
線
）３
２
２
５

政治

政
治
家
の
寄
付
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

︱
み
ん
な
で
徹
底
し
よ
う「
三
な
い
運
動
」︱

政
治
家
の
関
係
会
社
の
寄
付
◆
政
治
家
が

役
員
や
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
会
社
や
団

体
な
ど
が
、
選
挙
区
内
の
者
に
対
し
て
政

治
家
の
氏
名
を
表
示
し
て
寄
付
を
す
る
こ

と
。

後
援
団
体
の
寄
付
◆
政
治
家
の
後
援
会
が
、

選
挙
区
内
の
者
に
対
し
て
花
輪
、
供
花
、

香
典
、
祝
儀
な
ど
を
贈
る
こ
と
。

そ
の
ほ
か
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為

時
候
の
あ
い
さ
つ
状
◆
政
治
家
が
、
選
挙

区
内
の
者
に
対
し
て
答
礼
の
た
め
の
自
筆

に
よ
る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
、
暑
中
見

舞
状
な
ど
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
（
電
報

な
ど
も
含
む
）
を
出
す
こ
と
。

あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
◆
政

治
家
や
後
援
団
体
が
、
選
挙
区
内
の
者
に

対
す
る
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
し
て
、
新
聞
、

雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
に
よ
り
有

明るい選挙のキャラクター
“選挙のめいすいくん”

こ
の
よ
う
な
も
の
も
寄
付
に
当
た
り
ま
す

　
・
各
種
会
合
へ
の
祝
儀　
　
　
　
　
　

　
・
病
気
見
舞
い

　
・
入
学
や
出
産
な
ど
の
祝
い
金
品　
　

　
・
葬
式
へ
の
供
花
や
花
輪　

　
・
祭
や
地
域
行
事
へ
の
差
し
入
れ　
　

　
・
中
元
や
歳
暮
、
土
産
な
ど

　
自
治
会
は
災
害
発
生
時
の
緊
急
活
動
に

力
を
発
揮
し
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
で
も

避
難
所
の
運
営
な
ど
で
自
治
会
が
大
き
な

力
を
発
揮
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
重
要
性

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
愛
川
町
に
は
21
の
自
治
会
（
区
）
が
あ

り
ま
す
。
自
治
会
は
、
地
域
に
住
む
人
た

ち
が
親
睦
や
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
連
帯
感
を
培
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
け
る
身
近
な
問
題
を
共
に
解
決
し
、
よ

り
住
み
や
す
い
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
の
各
種
の
お
知
ら
せ
や
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
「
お
茶
の
間

通
信
」
は
、
自
治
会
の
役
員
さ
ん
を
通
じ

て
各
家
庭
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容

　
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
で
は
、
創
意
工
夫 問

行
政
推
進
課
協
働
推
進
班
☎（
内
線
）３
２
４
４

自治会

自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

︱
災
害
時
に
も
頼
れ
る
地
域
の
力
︱

を
凝
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

親
睦
活
動　
夏
祭
り
、
盆
踊
り
、
運
動
会
、

文
化
祭
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど

防
犯
・
防
災
活
動　
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、

災
害
時
に
備
え
た
自
主
防
災
組
織
の
運
営

や
防
災
訓
練
な
ど

そ
の
他
の
活
動　
環
境
美
化
作
業
、
交
通

安
全
教
室
な
ど

自
治
会
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
に
は
、

そ
こ
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
参
加
や
協

力
が
不
可
欠
で
す
。
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
積

極
的
に
自
治
会
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
自
治
会
の
加
入
に
際
し
て
は
、
地
域
の

自
治
会
役
員
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
地

域
な
ど
が
ご
不
明
な
場
合
は
、
行
政
推
進

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

料
広
告
を
出
す
こ
と
。

政
治
家
に
対
す
る
有
料
広
告
の
掲
載
の
勧

誘
・
要
求
◆
政
治
家
や
後
援
団
体
に
対
し

て
、
有
料
広
告
の
掲
載
を
求
め
る
こ
と
。
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町
政
情
報
を
メ
ー
ル
で
お
届
け
す
る

「
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。「
風
向
き
に
よ
っ
て
防
災
行
政
無
線
が

聞
こ
え
づ
ら
い
と
き
が
あ
る
」「
外
出
先
で

も
町
の
情
報
を
知
り
た
い
」
と
い
う
皆
さ

ん
、
登
録
し
て
お
く
と
メ
ー
ル
が
届
く
の

で
大
変
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

【
配
信
項
目
】

防
災
情
報　
気
象
情
報
（
警
報
）、
台
風
情

報
（
接
近
情
報
、
被
害
情
報
、
避
難
情
報
）、

問
総
務
課
広
報
広
聴
班
☎（
内
線
）３
２
２
２

情報

町
政
情
報
が
メ
ー
ル
で
届
き
ま
す

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
登
録
を
！

地
震
情
報
（
発
生
情
報
、
被
害
情
報
、
避

難
情
報
）
な
ど
。

安
全
安
心
情
報　
不
審
者
情
報
、
犯
罪
な

ど
の
発
生
情
報
、
防
犯
情
報
な
ど
。

防
災
行
政
無
線
情
報　
防
災
行
政
無
線
で

放
送
し
た
情
報
（
行
方
不
明
者
情
報
、
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報
な
ど
）

イ
ベ
ン
ト
情
報　
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
・
講

座
・
教
室
な
ど
の
情
報
（
月
２
回
配
信
）

子
育
て
情
報　
予
防
接
種
や
健
康
診
査
な

ど
、子
育
て
に
関
す
る
情
報（
月
１
回
配
信
）

【
登
録
方
法
】

①��

愛
川
町
公
式
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
か
ら
「
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」

を
選
択
し
て
ク
リ
ッ
ク
し
、
登
録
ペ
ー

ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む

と
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
。
読
み
込
め
な
い
場

合
は
、
次
の
U
R
L
を

入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

http://m
obile.tow

n.aikaw
a.

kanagaw
a.jp/index.cgi?page=

4

②��「
登
録
・
変
更
す
る
」
を
選
択
し
て
ク

リ
ッ
ク
し
ま
す
。

③��「
愛
川
町
メ
ー
ル
配
信
登
録
」
を
選
択

し
て
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。

④��

メ
ー
ル
を
送
る
画
面
に
な
り
ま
す
の

で
、
何
も
記
入
せ
ず
そ
の
ま
ま
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。

⑤��

折
り
返
し
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
の
で
、

メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ア
ド
レ
ス

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥��

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
本
登
録
画
面
が

表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
配
信
す
る
情
報

の
種
類
を
選
択
し
、［
登
録
］
ボ
タ
ン

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
で

登
録
完
了
で
す
。

※�

登
録
に
あ
た
っ
て
は
必
ず
利
用
規
約
を

お
読
み
く
だ
さ
い
。�

愛
川
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
カ
ウ
ン
ト
名
：A

ikaw
aTow

n

を
凝
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

親
睦
活
動　
夏
祭
り
、
盆
踊
り
、
運
動
会
、

文
化
祭
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど

防
犯
・
防
災
活
動　
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、

災
害
時
に
備
え
た
自
主
防
災
組
織
の
運
営

や
防
災
訓
練
な
ど

そ
の
他
の
活
動　
環
境
美
化
作
業
、
交
通

安
全
教
室
な
ど

自
治
会
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
に
は
、

そ
こ
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
参
加
や
協

力
が
不
可
欠
で
す
。
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
積

極
的
に
自
治
会
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
自
治
会
の
加
入
に
際
し
て
は
、
地
域
の

自
治
会
役
員
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
地

域
な
ど
が
ご
不
明
な
場
合
は
、
行
政
推
進

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

   

町
職
員
の
人
事
異
動

４
月
１
日
付　

主
幹
級
以
上　
（　

）は
前
職

   

部
長
級
昇
格

民
生
部
長　

吉
川
進
（
総
務
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長
）

環
境
経
済
部
長　

川
田
厚
長
（
環
境
課
長
）

建
設
部
長　

平
本
和
男
（
水
道
事
業
所
長
）

会
計
管
理
者　

大
八
木
尚
一
（
生
涯
学
習
課
長
）

議
会
事
務
局
長

古
座
野
義
夫
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

教
育
次
長

佐
藤
隆
男
（
国
保
医
療
課
長
）

水
道
事
業
所
長

井
上
武
雄
（
都
市
施
設
課
長
）

   

部
長
級
異
動

総
務
部
長　

斎
藤
誠
（
環
境
経
済
部
長
）

   

参
事
級
昇
格

総
務
部
参
事
兼
管
財
契
約
課
長

小
笠
原
年
洋
（
同
課
長
）

   

課
長
級
昇
格

企
画
政
策
課
長

柏
木
徹
（
同
主
幹
）

子
育
て
支
援
課
長

志
村
修
（
同
主
幹
）

健
康
推
進
課
長　

皆
川
と
く
江
（
福
祉
支
援
課
技
幹
）

国
保
医
療
課
長　

小
野
澤
悟
（
行
政
推
進
課
主
幹
）

道
路
課
長　

家
城
博
昭
（
同
技
幹
）

生
涯
学
習
課
長　

山
田
正
文
（
総
務
課
主
幹
）

消
防
防
災
課
長　

染
矢
敬
一
（
健
康
長
寿
課
主
幹
）

企
画
政
策
課
専
任
主
幹　

和
田
康
（
同
主
幹
）

行
政
推
進
課
専
任
主
幹　

相
馬
真
美
（
同
主
幹
）

税
務
課
専
任
主
幹　

新
井
保
夫
（
同
主
幹
）

水
道
事
業
所
専
任
技
幹　

小
島
昇
（
同
技
幹
）

   

課
長
級
異
動

総
務
課
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

大
成
敦
夫
（
企
画
政
策
課
長
）

環
境
課
長　

橋
本
和
明
（
道
路
課
長
）

商
工
観
光
課
長　

伊
従
健
二
（
同
専
任
主
幹
）

都
市
施
設
課
長　

中
村
武
司
（
消
防
防
災
課
長
）

下
水
道
課
長　

大
矢
秋
夫
（
子
育
て
支
援
課
長
）

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

白
井
幸
夫
（
商
工
観
光
課
長
）

   

主
幹
級
昇
格

指
導
室
主
幹

藤
本
謹
吾
（
同
副
主
幹
）

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班
主
幹

茅
泰
幸
（
同
副
主
幹
）

   

主
幹
級
異
動

田
代
保
育
園
園
長　

林
綾
子
（
中
津
保
育
園
園
長
）

高
峰
保
育
園
園
長　

渥
美
敏
子
（
同
副
園
長
）
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中
津
保
育
園
園
長　

木
藤
美
江
子
（
高
峰
保
育
園
園
長
）

健
康
推
進
課
母
子
保
健
班
技
幹

新
井
優
子
（
子
育
て
支
援
課
技
幹
）

文
化
会
館
技
幹　

片
田
貴
士
（
都
市
施
設
課
技
幹
）

消
防
署
本
署
警
備
第
一
課
第
一

警
備
隊
第
一
消
防
隊
長

石
田
正
之
（
消
防
署
半
原
分
署
第
二
警
備
隊

第
二
消
防
隊
長
）

消
防
署
半
原
分
署
第
一
警
備
隊

第
一
救
急
分
隊
長　

内
藤
肇
（
消
防
署
本
署
警
備
第
二
課
第
二
警

備
隊
第
二
救
急
分
隊
長
）

消
防
署
半
原
分
署
第
二
警
備
隊

第
二
消
防
隊
長

小
松
正
一
（
消
防
署
本
署
警
備
第
一
課
第
一

警
備
隊
第
一
消
防
隊
長
）

   

定
年
退
職
（
３
月
31
日
付
）

小
島
治
重
（
総
務
部
長
）

榎
本
守
（
民
生
部
長
）

後
藤
徹
（
建
設
部
長
）

長
嶋
忠
雄
（
会
計
管
理
者
）

小
宮
清
志
（
議
会
事
務
局
長
）

河
内
健
二
（
教
育
次
長
）

平
川
克
美
（
下
水
道
課
長
）

大
矢
敏
代
（
田
代
保
育
園
園
長
）

小
島
幸
雄
（
水
道
事
業
所
主
幹
）

近
藤
威
臣
（
美
化
プ
ラ
ン
ト
主
査
）

菊
地
原
正
美
（
美
化
プ
ラ
ン
ト
主
任
技
手
）

邨
松
孝
博
（
美
化
プ
ラ
ン
ト
主
任
技
手
）

下
田
幸
雄
（
議
会
事
務
局
主
任
技
手
）

   

教
職
員
の
人
事
異
動

　

転
任
・
転
入（
４
月
１
日
付
）

（　

）は
、
前
任
校
な
ど

▼
中
津
小
学
校

教
頭　

佐
野
昌
美
（
愛
川
町
教
育
委
員
会

指
導
主
事
）

和
田
圭
子
（
厚
木
市
立
荻
野
小
）

市
橋
尚
規
（
厚
木
市
立
飯
山
小
）

土
田
将
悟
（
新
採
用
）

小
田
桐
彩
佳
（
新
採
用
）

▼
高
峰
小
学
校

教
頭　

岩
満
憲
夫
（
田
代
小
教
頭
）

小
坂
実
可
（
新
採
用
・
事
務
）

▼
田
代
小
学
校

教
頭　

落
合
清
春
（
高
峰
小
教
頭
）

廣
瀬
昇
（
菅
原
小
）

山
口
香
織
（
半
原
小
）

松
井
麻
衣
子
（
中
津
第
二
小
）

▼
半
原
小
学
校

大
塚
誠
一
（
中
津
第
二
小
総
括
教
諭
）

小
島
直
美
（
中
津
小
）

佐
藤
美
喜
（
田
代
小
）

原
田
博
光
（
新
採
用
）

▼
中
津
第
二
小
学
校

前
川
典
子
（
半
原
小
総
括
教
諭
）

白
濵
由
美
（
半
原
小
）

萩
原
貴
恵
（
田
代
小
）

中
村
悦
子
（
菅
原
小
）

德
永
圭
奈
恵
（
新
採
用
）

▼
菅
原
小
学
校

教
頭　

草
柳
利
博
（
厚
木
市
立
玉
川
小
教

頭
）

内
部
雅
継
（
半
原
小
）

堤
貴
裕
（
厚
木
市
立
妻
田
小
）

▼
愛
川
東
中
学
校

荒
川
祐
子
（
愛
川
中
）

飯
田
博
昭
（
愛
川
中
）

土
門
哲
也
（
中
津
小
）

佐
野
あ
ず
さ
（
新
採
用
）

▼
愛
川
中
学
校

和
出
美
香
（
愛
川
中
原
中
総
括
教
諭
）

岩
上
晋
司
（
厚
木
市
立
藤
塚
中
）

庄
司
知
洋
（
相
模
原
市
立
由
野
台
中
）

小
塚
祐
子
（
新
採
用
）

戸
間
替
千
明
（
新
採
用
・
養
護
教
諭
）

▼
愛
川
中
原
中
学
校

稲
見
敏
政
（
厚
木
市
立
厚
木
中
）

柳
川
由
香
里
（
愛
川
高
校
）

大
泉
亜
希
子
（
愛
川
中
・
養
護
教
諭
）

檜
野
成
美
（
新
採
用
）

　

昇
任
（
４
月
１
日
付
）

（　

）は
、
前
職

▼
中
津
小
学
校

総
括
教
諭　

小
島
ひ
と
み
（
同
校
養
護

教
諭
）

▼
半
原
小
学
校

総
括
教
諭　

栗
山
和
孝
（
同
校
教
諭
）

事
務
主
幹　

岩
井
豊
（
同
校
総
括
事
務
主

査
）▼

中
津
第
二
小
学
校

総
括
教
諭　

斉
藤
美
香
（
同
校
教
諭
）

▼
愛
川
中
学
校

事
務
主
幹　

丹
藤
正
（
同
校
総
括
事
務
主

査
）▼

愛
川
中
原
中
学
校

総
括
教
諭　

米
澤
明
範
（
同
校
教
諭
）

　

転
出
（
３
月
31
日
付
）

（　

）は
、
新
任
校
な
ど

▼
中
津
小
学
校

後
藤
美
佳
（
厚
木
市
立
上
依
知
小
）

▼
高
峰
小
学
校

田
口
謙
太
（
大
和
市
立
引
地
台
中
・
事
務
）

▼
中
津
第
二
小
学
校

瀧
喜
典
（
愛
川
町
教
育
委
員
会
）

鈴
木
佳
奈
子
（
清
川
村
立
緑
小
）

▼
菅
原
小
学
校

教
頭　

髙
栁
俊
彦
（
厚
木
市
立
玉
川
小
教

頭
）

▼
愛
川
東
中
学
校

菊
久
美
子
（
厚
木
市
立
相
川
中
総
括
教
諭
）

高
垣
知
帆
（
厚
木
市
立
睦
合
中
）

▼
愛
川
中
学
校

三
浦
孝
一
（
清
川
村
立
緑
中
総
括
教
諭
）

津
國
洋
和
（
厚
木
市
立
睦
合
中
）

▼
愛
川
中
原
中
学
校

石
井
智
子
（
厚
木
市
立
荻
野
中
）

五
十
嵐
勇
介
（
愛
川
高
校
）

柳
田
竜
吾
（
厚
木
市
立
南
毛
利
中
）

　

定
年
退
職
（
３
月
31
日
付
）

頼
住
和
代
（
中
津
小
教
頭
）

井
上
幸
子
（
半
原
小
総
括
教
諭
）

栗
原
み
ち
代
（
中
津
第
二
小
総
括
教
諭
）

市
川
明
美
（
中
津
小
教
諭
）

I LOVE 子育て！

.東日本大震災の発生以来、多くの方から義援金
をお寄せいただいており、皆さんの温かいお気持
ちに感謝申し上げます。
.お預かりした義援金は、日本赤十字社および神
奈川県共同募金会に送金し、被災者の生活支援や
被災地の復興に役立てられています。
.受付期間が平成 26 年 3 月 31 日まで延長され
ています。引き続きご協力をお願いします。

東日本大震災義援金の報告

3 月11 日現在の義援金額

福祉支援課受け付け分.      22,390,238 円
社会福祉協議会受け付け分     7,927,177 円
合..計......         30,317,415 円
問 福祉支援課地域福祉班 ☎（内線）3352
. 社会福祉協議会 ☎（内線）3792
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I LOVE 子育て！

子育て支援センター　☎ 285-8
やさしいこ
345問い合わせ

応 募 方 法◆町内在住の方で、１人１通に限ります。答え・住所・氏名・
年齢・電話番号と、本誌の感想を必ずご記入の上お送りください。
締め切り日◆4月8日（月）（郵送の場合当日消印有効）
あ　て　先◆はがきの場合.〒243-0392.角田251-1.
                          ..      総務課広報広聴班
....     ファクスの場合  286-5021
....      電子メールの場合.e-mail@town　aikawa　kanagawa　jp
正解と当選者は5月1日号でお知らせします。

.今月号の広報あいかわを読んで、ク
イズに挑戦してください。正解者の
中から抽選で3人の方に、図書カード

（1,000円分）をプレゼントします。

　総額225億5,800万円となった平成25
年度予算。町政運営の基本的な経費を計
上する最も予算規模の大きい会計は次の
うちどれでしょう。

①一般会計　②特別会計　③企業会計

子育て
子育て支援センターで遊びませんか

お楽しみ

.子育て支援センターは、就学前のお子さんと保護者が親子で遊ぶところです。
.毎月さまざまな催しを行い、子ども同士・保護者同士の交流をとおして、楽しいひとときを

過ごしていただき、安心して子育てができるようにと
願っています。

.悩みや心配事がある場合は、ぜひスタッフにお話しく
ださい。かけがえのない乳幼児期の子どもたちを、みんな

で守り育てていきましょう。
.ご利用にあたり、申し込みや予約は必要ありません。ご都
合に合わせて、自由に気軽にお越しください。

3月号の答えと当選者（敬称略）◆正解：③ロコモティブシンドローム
◆当選者：天利香織、 窪田栄子、 岩橋妙子

２歳児子育て広場「小麦粉粘土であそぼう」子育て支援センターの利用案内

場所◆福祉センター３階（10月から新保健センター３階）
利用できる日時◆月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）
午前９時～11時30分、午後1時30分～ 4時
主な内容◆
子育てサロン 　　　　　　　 自由遊び、紙芝居、絵本・手遊び・遊戯など
子育て広場 　　　　　　　　　　　 年齢に合った遊び（年齢別に月１回）
子育て相談 　　　　　　　　　　　 育児の悩みや心配事の相談（随時）
子育て講座 　　　　　　　　　　　 子育てホッとタイム（子育て講話・お楽し
....... み会など月１回）
ぽかぽかサロン 　　　 発達に心配のある親子対象（月1回、要予約）

子育てに関する情報提供
あい通信の発行 　　　　　　　　月１回、その月の活動内容などをお知

らせ。町ホームページにも掲載します。
移動子育てサロン 　　　　子育て支援センターのスタッフが、
 ........ 次の場所に出かけてサロンを開設.
●レディースプラザ（中津） 　　　　　　　　 毎月第1・第３火曜日
●ラビンプラザ（半原） 　　　　　　　　　　　　　　　　 毎月第1・第３金曜日
※時間は、いずれも午前9時30分～11時30分
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インフォメーション

 救急医療一覧表（4 月〜平成26年3月）　保存版

月
岡本医院
281-0114
半原4431

石井医院
281-2105

半原2266-1

熊坂外科
呼吸器科医院
285-1139
中津7417

関根医院
286-5431

角田1345-1

和田医院
281-3688
田代108

さ く ら
クリニック
284-1002

中津1814-1

八　　木
クリニック
280-1888

半原2724-1

愛　　川
クリニック
284-5225

中津2035-1

愛川北部
病　　院
284-2121
角田281-1

4 21 14 7 28

5 26 12 19

6 16 23 2 9 30

7 28 14 7 15 21

8 25 18 4 11

9 8 15 23 29 22 1 16

10 20 27 6 13 14

11 23 17 10 3 4 24

12 8 22 1 15 23

1 19 26 13 5 12

2 16 11 2 9 23

3 23 21 16 30 2 9

●日曜・祝日当番医　　診療時間◆午前9時～ 11時30分、午後2時～ 4時30分

●休日・夜間診療
厚木市休日夜間急患診療所（メジカルセンター）
◆厚木市水引 1-16-45　☎ 297-5199

●休日歯科診療
厚木市歯科保健センター
◆厚木市中町1-4-1　厚木市総合福祉センター1階  
　☎ 224-6081

●病院群輪番制診療
診療時間◆平日夜間…午後5時～翌日の午前9時
　　　　　土曜日…正午～翌日の午前9時
　　　　　日曜・祝日、12月29日～ 1月3日…午前9時～翌日の
.....午前9時
診療科目◆内科系・外科系

※都合により当番医が変更になる場合がありますので、必ず電話などで確認してからお出掛けください。
※上記以外の日曜・祝日は、下記の厚木市休日夜間急患診療所（メジカルセンター）をご利用ください。

診療日 診療時間

月曜日～金曜日 午後7時～ 9時30分

土曜日 午後6時～ 9時30分

日曜・祝日、
12月29日～1月3日

午前9時～ 11時30分

午後2時～ 4時30分

午後6時～ 9時30分

診療日 診療時間

日曜・祝日、
12月29日～1月3日

午前10時～ 11時30分

午後1時～ 4時30分

診
療
日

第 1 当番病院 第 2 当番病院

病院名 所在地 電話 病院名

月 湘南厚木病院 厚木市温水118-1 223-3636

東名厚木病院
厚木市船子232
☎229-1771

火 愛川北部病院 愛川町角田281-1 284-2121

水 近藤病院 厚木市東町3-3 221-2375

木 仁厚会病院 厚木市中町3-8-11 221-3330

金 東名厚木病院 厚木市船子232 229-1771

土 森の里病院 厚木市森の里3-1-1 247-2121

問い合わせ
  国保医療課医療給付班 ☎（内線）3372・3373
  消防本部☎ 285-3131

休日・夜間診療は、救急患者に備
えて設けられたもので、一般診
療所ではありません。

※日曜・祝日の当番病院は、町ホームページでご確認ください。
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 催　し
「子ども読書の日」に
ちなんだおはなしかい

.4月23日は「子ども読書の日」です。
ボランティアサークル「おはなしたん
ぽぽ」の皆さんによる絵本の読み聞
かせ、紙芝居、パネルシアターなど、

「子ども読書の日」にちなんだおはな
しかいを開催します。
日 4月20日（土）午前10時30分～所 
文化会館１階リハーサル室 申 予約の
必要はありませんので、当日直接会

場へお越しください。
問 図書館☎285-6963
3363

 募　集

愛川リサイクルマーケット
出店者を募集

.ごみの減量化・資源化を推進するた
め「愛川リサイクルマーケット」を開催
します。ご家庭で不用となった衣類・
食器・本・おもちゃなどがありました
ら、一日店長になって、リサイクルマー
ケットに参加してみませんか。

日 5月3日（金）午前10時～午後2時（愛
川町農林まつりと同時開催）.※雨天
の場合、リサイクルマーケットは中止。
所 役場・文化会館周辺
出店予定◆50店舗。1店舗あたり2畳
程度の広さ。
出店条件◆町内在住の方。食品・仕入
物の販売および業者の出店はできま
せん。
参加費◆500円。必要経費以外は町
社会福祉協議会に寄付します。
申 4月10日（水）午前8時30分から環
境課で受け付けを開始し、定員になり
次第締め切ります。
問 環境課廃棄物対策班☎285-6947

※会場は役場相談室です。
※ 法律相談は弁護士が対応します。予約は、相談日の 7 日前から開始します。（その日が祝日の

場合は翌開庁日から）
※ 司法書士法律相談は、民事に関する紛争で、紛争の目的の価額が 140 万円を超えないものに

限ります。

 町民相談        問住民課住民相談班　☎（内線）3319

法律相談 《完全予約制》 5日（金）・18日（木）.午前10時～午後3時
※5月は10日（金）･16日（木）

司法書士法律相談 10日（水）.午後1時～4時

行政書士相談 11日（木）.午後1時～4時

多重債務相談 17日（水）.午後1時～4時

交通事故相談 24日（水）.午後1時～4時

消費生活相談 1日・4日・8日・11日・15日・18日・22日・25日
午前10時～午後4時

人権・行政こまりごと相談 12日（金）.午後1時30分～3時

※ 不登校・いじめ・校外活動・非行・
就学相談など

教育相談
 問教育開発センター
☎206-1061（直通）

来所相談

毎週月・火・木・金曜日（祝日を除
く）午前９時～午後４時

出張相談

●レディースプラザ   8日（月）
●ラビンプラザ.    15日（月）
.いずれも午前10時～午後3時

電話相談

平日.午前９時～午後４時

相　談

展示
月日 催.し 主.催 備.考

4/6( 土 ) ～
4/13( 土 )

平成25年度
新春かきぞめ上位入選展

溪石書道会
梅沢

 ☎285-0656
初日は 13:00 から

最終日は 16:00 まで

文化会館催し案内

※展示会場は1階で、入場は無料です。 通常の展示時間は午前９時から午後５時までです。 毎週火曜日は休館です。
※問い合わせは直接主催者にお願いします。
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日 ＝日時.所 ＝場所.人 ＝対象・定員.師 ＝講師・指導.費 ＝費用.物 ＝持ち物.他 ＝その他の事項.申 ＝申し込み.問 ＝     問い合わせ.※人 がないものはどなたでも参加・来場できます。費 がないものは無料です。FAX＝ファクス　 ＝電子メール

外国人住民の方へ
7月 8 日から住基ネットの運用開始

.外国人住民の方についての住民
基本台帳ネットワークシステム（住基
ネット）の運用が、７月８日（月）から開
始されます。これに伴い外国人住民
の方の住民票に住民票コードが記載
され、住民基本台帳カード（住基カー
ド）の交付が可能になります。.
.住民票コードは、住基ネットにおい
て使用する11桁の番号で、7月頃通

知します。
問 住民課住民窓口班☎（内線）3316

シルバー人材センターのご利用を

　シルバー人材センターは、働くこと
を通じて高齢者が生きがいを得ると
ともに、地域社会の活性化に貢献す
る組織です。
.センターでは、シルバー世代の豊富
な経験を生かし、さまざまな仕事を
請け負っています。「これは頼める仕
事かな？」「どのくらい費用がかかる

の？」などがありましたら、お気軽にご
相談ください。

【仕事の例】植木の剪
せんてい

定、草刈り、除草
作業、刃物とぎ、筆耕、大工仕事、塗装
など.
●会員も募集
.元気に働ける会員を募集していま
す。町内在住で60歳以上の健康で働
く意欲のある方、お待ちしています。

（受け付け随時）
問 シルバー人材センター☎284-5023

開催日 催　し

４月 17日（水） 半僧坊春の大祭

29日（月） あいかわ公園つつじまつり

5月 ３日（金） 農林まつり、リサイクルマーケット
14日（火）
～16日（木） 議会意見交換会

25日（土） 愛川中・愛川東中・愛川中原中学校体育大会

26日（日） ごみゼロ・クリーンキャンペーン

6月 １日（土） 鮎釣り解禁日

１日（土） 中津小・田代小・菅原小学校運動会

未定 町長と話し合うつどい

未定 第２回議会定例会

7月 未定 三増の獅子舞

8月 25日（日） 勤労祭野外フェスティバル

9月 １日（日） 総合防災訓練

７日（土） ふれあい広場

23日（月） 半原糸の里文化祭

28日（土） 高峰小・半原小・中津第二小学校運動会

29日（日） 新保健センターオープン記念式典

未定 寿大学

未定 第３回議会定例会

未定 三増合戦まつり

10月 ２日（水） 福祉体育大会

９日（水） 町老人クラブ連合会ゲートボール大会

11日（金） 小学校連合運動会

開催日 催　し

10月 26日（土）・
27日（日） ふるさとまつり

未定 あいかわスポーツ・レクリエーション・フェスティバル

未定 ラビンプラザまつり

11月 ３日（日） 秋のマス釣り大会

３日（日） 愛川町表彰式

8日（金） 小学校連合音楽会

9日（土） 社会福祉大会

16日（土） 交通安全推進大会

19日（土） 愛川東中学校合唱コンクール、
愛川中・愛川中原中学校文化発表会

30日（土） 合唱祭

未定 環境フェスタ（ごみの工夫と生活展）

12月 7日（土） 人権啓発のつどい

未定 第4回議会定例会

1月 11日（土） 消防出初め式
15日（水）
～17日（金） キャリア教育中学2年生一斉職場体験

未定 町一周駅伝競走大会

未定 成人式

2月 7日（金） 立志式

未定 市町村対抗かながわ駅伝競走大会

未定 中津公民館まつり

3月 20日（木） 小学校卒業式

28日（金） 八菅神社春の例大祭

未定 中学校卒業式

未定 第１回議会定例会

平成 25 年度　年間行事予定表

※開催日は変更になる場合があります。
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日 ＝日時.所 ＝場所.人 ＝対象・定員.師 ＝講師・指導.費 ＝費用.物 ＝持ち物.他 ＝その他の事項.申 ＝申し込み.問 ＝     問い合わせ.※人 がないものはどなたでも参加・来場できます。費 がないものは無料です。FAX＝ファクス　 ＝電子メール

.スポーツ施設の利用予約は、ス
ポーツ施設予約システムをご利用
ください。
.当選者は5月末日までに本予約
をしてください。末日までに本予約
をしなかった場合は、翌日から空き

施設として開放します。愛川町の施
設を２回無断キャンセルすると半年
間予約ができなくなります。
今月の抽選予約　7月利用分
抽選結果　5月2日（木）
問 スポーツ・文化振興課☎（直通）
285-6958

スポーツ施設の抽選予約

 施設ガイド

第1号公園体育館 毎週火曜日
田代運動公園・
三増公園陸上競技場 毎週火曜日

町民活動サポートセンター 毎週水曜日
文化会館・ラビンプラザ 毎週火曜日
レディースプラザ 23日（火）

図書館 毎週火曜日、
1日（月）

郷土資料館 毎週月曜日
（29日は除く）

今月の休館日・休園日

 お知らせ

休日納税・相談窓口

.町県民税・固定資産税・軽自動車
税・国民健康保険税・介護保険料・
後期高齢者医療保険料が納められ、
納税相談もできます。
日 4月27日（土）・28日（日）午前８時
30分～午後５時所 役場１階税務課

美化プラントへの「ごみ・資源物」
の直接持ち込みについて

.「ごみ・資源物」の直接持ち込みに
ついては、4月以降も今までどおり美
化プラントで受け付けます。
.町民皆さんや町内事業所から発生す
る可燃ごみなどは、厚木市環境センター
へ直接持ち込むことはできませんので、
お間違えのないようにお願いします。
.なお、美化プラントに「ごみ・資源
物」を直接持ち込む場合は、きちんと
分別を行い、中身の見える透明・半
透明の袋に入れ、持ち込みしていた
だきますようご協力をお願いします。
問 美化プラント☎281-2258

春の全国交通安全運動

4月6日（土）～15日（月）
.たくさんの花が咲き始める春は、
入学・入園など新生活が始まる季節
でもあります。新しい世界に胸躍る子

どもたちは、周りに目を奪われ、注意
力が低下しがちになります。
.多くの人が新しい生活をスタート
するこの時期、一人一人が交通安全に
ついて考え、交通安全の心を芽吹か
せましょう。
スローガン◆

「安全は.心と時間の.ゆとりから」
「新入学児童・園児を.
.....交通事故から.守ろう」
運動の重点 ◆
1  自転車の安全利用の推進（特に、自

転車安全利用五則の周知徹底）
2  全ての座席のシートベルトとチャイ

ルドシートの正しい着用の徹底
3 飲酒運転の根絶
4 二輪車の交通事故防止

自転車安全利用五則
１  自転車は車道が原則、歩道は

例外
２ 車道は左側を通行
３  歩道は歩行者優先で車道寄り

を徐行
４ 安全ルールを守る

●飲酒運転・二人乗り・並進の禁   
.止
●夜間はライトを点灯
●交差点での信号遵守と一時
.停止・安全確認

５ 子どもはヘルメットを着用
問 住民課交通防犯班 ☎（内線）.
. 3320

厚木税務署が仮庁舎へ移転します

.厚木税務署は庁舎改修工事のた
め、5月20日(月)から「厚木アクスト
タワー６階」(厚木市岡田3050)へ移
転します。移転期間はおおむね１年間
の予定で、庁舎改修工事終了後は現
在の場所へ戻ります。
問 厚木税務署☎221-3261

使用者も労働者もチェック！
神奈川県最低賃金改正

.県の最低賃金が改正されました。
最低賃金は、常用・臨時・パート・アル
バイトなどの雇用形態にかかわらず、
県内で働く全ての労働者に適用され
ます。
.特定の産業（表内の７産業）について
は、産業別最低賃金が適用されます。
問 神奈川労働局賃金課☎045-211-
7354、厚木労働基準監督署
☎228-1331

最低賃金の件名 最低賃金額
（時間額）

神奈川県最低賃金 849円

産
業
別
最
低
賃
金

塗料製造業 877円
鉄鋼業 864円
一般機械器具製造業 857円
電気機械器具製造業 854円
輸送用機械器具製造業 855円
非鉄金属・合金圧延業、
電線・ケーブル製造業

849円
神奈川県
最低賃金
を適用自動車小売業
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こころの健康

日 ＝日時.所 ＝場所.人 ＝対象・定員.師 ＝講師・指導.費 ＝費用.物 ＝持ち物.他 ＝その他の事項.申 ＝申し込み.問 ＝     問い合わせ.※人 がないものはどなたでも参加・来場できます。費 がないものは無料です。FAX＝ファクス　 ＝電子メール

保 健 師 か ら 一 言

.春になり、過ごしやすい陽気に
なりました。春は新しい出会いな
ど楽しみなことがたくさんありま
すが、反面、慣れ親しんだ環境
から新しい環境へのスタートの季
節でもあり、その環境の変化が
ストレスになることもあります。
.ストレスと聞くと、嫌なことや
つらいイメージをする方が多いか
もしれませんが、うれしいことや
楽しいこともストレスの原因にな
ることがあります。

ストレスの原因
.ストレスとは、外部から刺激を
受けたときに生じる緊張状態のこ
とです。天候などの環境的要因、
病や睡眠不足などの身体的要因、
不安や悩みなどの心理的要因、
人間関係が上手くいかないなどの

社会的要因があります。
.つまり、日常の中で起こるさま
ざまな「変化＝刺激」がストレスに
なるのです。進学や就職、結婚、
出産といった喜ばしい出来事も

「変化＝刺激」ですから、実はスト
レスの原因となります。

自分のストレスサインを
知っておきましょう！

.ストレスを受けることで体調
を崩し、気持ちが不安定になる、
食欲がない、眠れないなど、誰
でも経験があると思います。こう
した症状があるからといって、こ
ころの病気ということではありま
せん。このような症状が出た場合
は、早めのセルフケアが大切です。
.また、その人特有のストレスサイ
ンもあるでしょう。自分特有のスト

レスサインを知っておくことも大切
です。気づいたときには十分に休
息を取り、気分転換するなど、早
めのセルフケアを心掛けましょう。

心の健康を保つために必要なもの
1　 十分な睡眠
2　 十分な休養
3　 身体の健康
4　  ストレスを発散する方法を持っ

ている
5　 自分の時間を持っている
6　 信頼できる人がいる
7　  困ったとき、心が安らげる場所

がある
.これらが全てではありません
が、心の健康を回復し、心を強
化するための鍵になります。みな
さん、自分の心の健康法を見つ
けましょう！

がん検診のお知らせ

.対象者には、4月中旬に集団検診
の申込書を送付します（世帯主あて）。
希望する方は、必要事項を記入の上、
5月2日（木）までに返送してください。

.医療機関検診は、7月下旬に対象
者に受診券を送付しますので申し込
みは不要です。
費 昭和19年3月31日以前に生まれた
方は、受診者負担金が無料です。
他 生活保護法による被保護世帯に属

する方または町民税非課税世帯の方
は、受診者負担金の免除が受けられ
ますので、事前（受診券到着後）に申請
してください。
問 健康推進課成人保健班☎（内線）
3341・3342

●医療機関検診（厚木医師会の医療機関で行う検診）８月～１月実施、前立腺がん検診は８月～１１月実施

●集団検診6月～8月実施、乳がん検診(マンモグラフィー併用）は11月～12月実施

インフォメーション

※マンモグラフィー…乳房エックス線検査 ■ 

臨
時
職
員
募
集
！　
母
子
保
健
事
業（
訪
問
・
健
診
）へ
従
事
す
る「
保
健
師
・
看
護
師
」を
募
集
し
ま
す
。
問
健
康
推
進
課
☎（
内
線
）３
３
４
１

　
勤
務
◆
月
に
数
日（
平
日
）、
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
の
間
で
４
時
間
程
度
。
要
普
通
自
動
車
運
転
免
許
。
４
月
19
日
（
金
）ま
で
に
履
歴
書
を
提
出
。

検診項目 検診内容 受診者負担金 対象
胃がん検診 エックス線間接撮影 1,300 円

40歳以上の方
（昭和49年3月31日以前に生まれた方）肺がん検診

エックス線間接撮影 700円
エックス線間接撮影、喀

かくたん

痰検査 1,500 円
大腸がん検診 便潜血反応検査 500円
乳がん検診
（マンモグラフィー
併用）

マンモグラフィー、視触診 1,800 円
40歳以上の女性（昭和49年 3月31日以前に生
まれた方）で、平成24年度にこの検診を受けてい
ない方　※2年に1回

子宮がん検診 視診、頸
けい

部細胞診 1,100 円 20歳以上の女性
（平成6年3月31日以前に生まれた方）

検診項目 検診内容 受診者負担金 対象
乳がん検診
（視触診単独） 視触診 900円 27歳以上の女性

（昭和62年3月31日以前に生まれた方）

子宮がん検診 視診、頸部細胞診 2,000 円 20歳以上の女性
（平成6年3月31日以前に生まれた方）視診、頸部細胞診、体部細胞診 3,300 円

前立腺がん検診 血液検査（PSA値） 1,000 円 50歳以上の男性
（昭和39年3月31日以前に生まれた方）
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インフォメーション

日 ＝日時.所 ＝場所.人 ＝対象・定員.師 ＝講師・指導.費 ＝費用.物 ＝持ち物.他 ＝その他の事項.申 ＝申し込み.問 ＝     問い合わせ.※人 がないものはどなたでも参加・来場できます。費 がないものは無料です。FAX＝ファクス　 ＝電子メール

 保健ガイド
.新保健センターの建設工事に
伴い、健診会場を変更していま
す。会場をご確認の上、受診・受
講してください。

マタニティセミナー

日 各日午後1時10分～ 4時（2日目の
み午前10時～午後1時）所 福祉セン
ター（2日目のみレディースプラザ）
人 初めて出産する方（妊娠16週以
降）および経産婦で希望する方物 母
子健康手帳、筆記用具、その他の持ち
物は表に記載 他 託児なし 申 予約が
必要ですので、5月2日（木）までに
健康推進課へ。
問 健康推進課母子保健班☎（内線）
3341～3344

乳幼児の健康診査

.対象者には4月下旬に必要書類を
送付しますので、届かない方はご連
絡ください。健診時間・開場時間は
通知でご確認ください。
所 福祉センター 3階会議室

期日 内容

【1日目】
5月8日

（水）

オリエンテーション・講義
｢妊娠から分

ぶんべん

娩経過と過ご
し方について｣・妊婦体操・
ハンドマッサージ・交流会
物 運動のできる服装、バス
タオル、テキスト代（400円）

【2日目】
5月13日

（月）

妊娠中の食事（調理実習・
試食）
物エプロン、三角巾、食材費

（400円）

【3日目】
5月20日

（月）

講義｢お母さんと赤ちゃん
の歯について｣・｢産後の生
活について｣・｢赤ちゃんの
世話について｣・赤ちゃんと
の触れ合い（子育て支援セ
ンター訪問）・マタニティセ
ミナー経験者の皆さんとの
交流
物歯ブラシ

【4 日目】
5月27日

（月）

講義｢ファミリープラン（家
族計画）について｣・もく浴
実習など
※ 都合のつく方はご夫婦で

お越しください。

問 健康推進課母子保健班☎（内線）
3341 ～ 3344

対.象 期.日 持ち物
4カ月児

（平成 24 年
12月生まれ）

5月7
日（火）

母子健康手帳、
問診票

10カ月児
（平成 24 年
7 月生まれ）

5月9
日（木）

母子健康手帳、
問診票

1歳6カ月児
（平成 23 年
10月生まれ）

5月10
日（金）

母子健康手帳、
問診票、歯ブラ
シ、タオル

3歳6カ月児
（平成 21 年
10月生まれ）

5月14
日（火）

母子健康手帳、
問診票、歯ブラシ、
タオル、当日の朝
の尿、視力・聴力
の調査票（記入
済みのもの）

すくすく親子健康相談

日 4月23日（火）午前9時30分～ 11
時 所 福祉センター3階会議室 人 就
学前の子とその保護者物 母子健康
手帳申 予約の必要はありませんの
で、当日直接会場へお越しください。
問 健康推進課母子保健班☎（内線）
3341 ～ 3344

お子さんの歯科保健指導

日 4月25日（木）所 福祉センター3階会
議室物 母子健康手帳、問診票、歯ブラ
シ、タオル他 育児について心配のある

方は、保健師・栄養士が相談をお受けし
ます。むしばいばい教室は、午前10時か
ら正午ごろまで。開始時間をすぎての
入室はできませんので、余裕をもってお
越しください。2歳児歯科検診では、
身長・体重測定も行っています。対象者
には4月上旬に必要書類を送付します
ので、届かない方はご連絡ください。
問 健康推進課母子保健班☎（内線）
3341～3344
歯科保健指導 対.象 受け付け
むしばいばい
（虫歯予防）

教室
平成24年
3月生まれ

午前9時
30分～
9時55分

2 歳児
歯科検診

平成23年
3月生まれ

午後１時～
１時45分

平成22年
9月生まれ

午後１時
45分～
2時30分

ヘルスあっぷ相談

.保健師・栄養士・看護師による健康
相談、身体測定、体脂肪測定、血圧測
定、尿検査など。
日 4月23日（火）午前9時30分～11時
所 福祉センター３階会議室人 町内在
住の方申 予約の必要はありませんの
で、当日直接会場へお越しください。
問 健康推進課成人保健班☎（内線）
3341・3342

予防接種名 対象 接種回数
子宮頸がん
予防ワクチン

小学6年生～高校1
年生の女子 接種開始から6カ月間で3回接種

ヒブワクチン

生後2カ月～
7か月未満

４～８週間の間隔で３回接種。初回接種終了後７
～13カ月の間に、４回目を接種

生後7カ月～
12カ月未満

４～８週間の間隔で2回接種。初回接種終了後７
～13カ月の間に、3回目を接種

１歳以上～ 5歳の
誕生日の前日まで １回接種

小児用肺炎球
菌ワクチン

生後2カ月～
7カ月未満

27日以上の間隔で3回接種。3回目接種後、60
日以上の間隔をあけて、生後12 ～15カ月ころに、
4回目を接種

生後７か月～
12カ月未満

27日以上の間隔で2回接種。2回目から60日
以上の間隔をあけて、3回目を接種

１歳 1回目を接種後、60日以上の間隔をあけて2回
目を接種

２歳以上～ 5歳の
誕生日の前日まで １回接種

.町の指定協力医療機関へ事前にご
予約の上、接種をお願いします。接種
できる医療機関については、健康推

子宮頸
けい

がん予防ワクチン・ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン
～新たに４月１日より定期予防接種に加わりました～

進課へお問い合わせください。
問 健康推進課母子保健班☎（内線）
3341～3344

■ 

担
当
課
が
変
更
に
な
り
ま
し
た　
今
月
か
ら
保
健
福
祉
部
門
の
組
織
体
制
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
保
健
ガ
イ
ド
の
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
推
進
課
の
各
班
へ
お
願
い
し
ま
す
。
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サポセン
み ん な の

あいかわ町民活動サポートセンターに
登録している団体を紹介します

　　「高齢者サロン」では、地域のボランティアの皆さん
の支援で、相談や情報交換、介護予防の推進などを行っ
ています。一人暮らしや外出の機会が減って閉じこも
りがちになっている高齢者が身近な場所で気軽に集え
る場所です。
　「一粒の会」は、平成8年に発足しました。主に上熊坂
児童館やレディースプラザで、レクリエーションや体
操、ボランティア手作りのお茶菓子を持ち合う茶話会
などを行います。
　サロンに通うのは、主に70歳・80歳代の元気な方々
で、最高齢は94歳。自らの足で活動場所へ行くことが
できる高齢者が対象です。中には自転車で訪れる方も
おり、天候の良しあしに関わらず、毎回元気に多くの
方が参加しています。
　活動は毎月1回。集まって必ず最初にするのは血圧
測定。測定結果を基に、その日の体調に合わせて体を
動かします。ボランティアの方々が考える毎月の活動
は、とても好評です。例えば、フラワーアレンジメント
やせっけん作りなどの講座、ときにはバスを借りてお
花見やぶどう狩りなど季節の行事も取り入れ、仲間同
士の交流を図っています。
　「年1回『高齢者サロン　春日台ふれあい会』の皆さん
と合同で交流会を行っています。自分の住んでいる地
区以外の方とも顔見知りになり、ボランティア同士の
輪も広がります。さまざまな情報を交換し、高齢者が
生き生きと元気に過ごせるよう皆で考えています」と
話すのはボランティアの足立原さん。
　いくつになっても元気に住み慣れた地域で暮らすこ
とを目指して、皆さんはこれからも活動を続けていき
ます。
問 一粒の会　代表　石塚与志　☎285-3967

高齢者サロン「一粒の会」
～生き生きと元気に活動！～

市
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市民活動センターあやせ視察の様子

座間市民活動サポートセンター
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Aikawa  Topics
愛川

　2月13日および14日の2日間、解体
予定の平山町営住宅を活用し、実践
的な救出訓練を実施しました。1日
目は、震度７クラスの地震が発生し、
建物の倒壊により一人暮らしの高齢
者が床下に取り残され、救助を待つ
想定で行われました。
　救助体制は三班に分かれ、救助
隊が床下に入り要救助者の情報を
伝達するとともに、情報収集班は「情報管理ボード」にその情
報を詳細に記入、搬送する救急隊へ情報を伝え、救助・救急
体制を確認しました。 2日目は、屋根を破壊しての救助訓練
を実施し、本番さながらの訓練は隊員らに実りある訓練とな
りました。

　2月25日から3月3日まで、中津公民館（レディースプラザ）で
中津公民館まつりを開催し、多くの来場者でにぎわいました。
　このまつりは、中津公民館を利用する団体が日ごろの活動
の成果を発表するもので、大正琴や舞踊、ヨガなどの発表会
をはじめ、手芸作品などの展示会や各種体験教室などが行
われ、地域文化の発展や生涯学習の推進に貢献する有意義
な催しとなりました。

消防隊員による実践的な救出訓練
～解体予定の町営住宅を活用～

お菓子作り教室　大好評！

神奈川県トラック協会
交通安全願い横断旗を寄贈

　2月22日、社 団
法人神奈川県ト
ラック協会相模地
区支部から、黄色
の交通安全横断
旗300本 と 横 断
指 示 旗30本、今
回新たに大きな
音で横断を知ら
せるホイッスルバ
トン20本 が 町 に
寄贈されました。
　まだ交通ルールに慣れていない新入学児童が、まもなく通
学を始めます。子どもたちの安全を守るため、町では早速、町
内の小学校6校に配布しました。

文化の発展に貢献
第 13 回　中津公民館まつりを開催

トラック協会の皆さん（右は山田町長）
と寄贈された旗

　2月16日、 レ
ディースプラザ
で町食生活改善
推進団体「味

あ じ さ い

彩
会OB会」主催に
よる、お菓子 作
り 教 室 が 開 催
されました。「い
ちご大福」と「さ
くら餅」を作った参加者は、「はじめてのお菓子作りで楽しかっ
た。また、参加したい」「家でも作って、家族に食べさせてみたい」
と好評で、お菓子作りの人気の高さが伺われました。
　和やかに行われた教室は、募集定員を上回る30人が参加
し、中には高校生の姿も。皆さん出来上がったお菓子を楽し
そうにほおばっていました。

絵手紙の展示

ものづくり体験教室（陶芸）



あいかわカレンダー
1 （月）消費生活相談.

2 （火）4カ月児健康診査.

3 （水）

4 （木）消費生活相談

5 （金）法律相談

6 （土）住民課特別休日窓口

7 （日）当番医：愛川北部病院

8 （月）消費生活相談

9 （火）3歳6カ月児健康診査

10 （水）司法書士法律相談

11 （木）行政書士相談..消費生活相談...
10カ月児健康診査

12 （金）人権・行政こまりごと相談...
1歳6カ月児健康診査

13 （土）.

14 （日）当番医：関根医院..

15 （月）消費生活相談

16 （火）

17 （水）多重債務相談..半僧坊春の大祭.

18 （木）法律相談..消費生活相談

19 （金）

20（土）

21 （日）当番医：石井医院

22 （月）消費生活相談.

23 （火）すくすく親子健康相談..ヘルスあっぷ相談.

24 （水）交通事故相談

25 （木）消費生活相談..むしばいばい教室....
2歳児歯科検診

26 （金）

27 （土）休日納税・相談窓口

28 （日）休日納税・相談窓口..当番医：愛川北部病院

29（月）あいかわ公園つつじまつり

30 （火）

No.604

今月の日曜・祝日当番医
診療時間◆午前9時～11時30分、午後2時～4時30分

7日 愛川北部病院  ☎284-2121

14日 関根医院  ☎286-5431

21日 石井医院  ☎281-2105

28日 愛川北部病院  ☎284-2121

その他の
休日

厚木市休日夜間急患診療
所（メジカルセンター）  ☎297-5199

※ 都合により変更する場合がありますので、電話で確
認してからお出掛けください。

2013  APRIL

扌
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切り取ってもお使いいただけます。

3 月1日現在の人口と世帯（.) 内は前月比 
■人口42,415 人（−65）：男22,054 人（−40）.女20,361人（−25）
■世帯数 17,612 世帯（−10）
※住民基本台帳搭載人口・世帯数

.約40種４万本以上のつつじが見ごろを迎える県立
あいかわ公園で、「つつじまつり」を開催します。
.地元特産品の販売、組みひもや和紙づくりなどの
体験教室、ステージイベントなどさまざまな催しがあ
りますので、郷土資料館、工芸工房村、宮ケ瀬ダム
の見学や、広大な公園の散策とともにお楽しみくだ
さい。
会場◆県立あいかわ公園
問 商工観光課観光振興班☎（内線）3523

あいかわ公園つつじまつり
4月29日（祝） 午前10時〜午後3時
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